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表層は水深 1 mまでの平均、中層は水深の半分から±1 mの平均、底層は海底上 1 mまでの平均を示す。 

図 6-5 平成 21年から令和元年（平成 26年を除く）8月における東京湾の DOの状況 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 6-6 令和元年 8月 5日から 7日における東京湾の 3日間平均 DOの状況 
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７．化学的酸素要求量（COD）の状況 
令和元年 8月の河川の CODの状況は、図 7-1のとおりでした。平成 21年から令和元年
までの 12年間の河川等の CODの状況を比べると図 7-2のとおりでした。CODの値は、例
年、都市郊外の河川上流で低く、市街地の発達した河川下流で高い傾向が見られますが、河

川規模等の影響による違いもありますので、次項「８．東京湾に流入する主な河川の状況」

を参照してください。 
 

 
●印は河川水等の環境水、▲印は下水道放流水等の排水を示す。 

図 7-1 令和元年 8月の CODの状況 
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調査基準日前後の調査結果を含む。（次頁へ続く。） 

図 7-2 平成 21年～令和元年 8月（平成 26年は 9月）の COD観測結果の比較 

● ： 環境水（河川水など）
▲ ： 排水（下水道法流水など）

4

H29 年調査 (8 月) 
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調査基準日前後の調査結果を含む。 

図 7-2 平成 21年～令和元年 8月（平成 26年は 9月）の COD観測結果の比較 
 
 

H30 年調査 (8 月) R1 年調査（8月） 
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８．東京湾に流入する主な河川の状況 

東京湾及びその流域図を図 8-1 に示します。東京湾の流域には、東京湾に接する千葉県、

東京都、神奈川県のほか、埼玉県が広い面積を持っており、茨城県、山梨県の一部も含まれ

ます。東京湾流域の河川は、陸域から東京湾へ淡水とともに物質を供給する役割を持ってお

り、流域の環境は東京湾の水環境に影響を与えています。東京湾に流入する主な河川として

は多摩川、荒川、鶴見川、利根川水系があげられます。 

図 8-1 東京湾及びその流域図 
 

令和元年度東京湾環境一斉調査では、8月の河川等の水質調査のデータを収集しました。

東京湾流域における主な河川の水温、流量、化学的酸素要求量（COD）、溶存酸素量（DO）、

透視度の状況を、水系ごとに図 8-2 から図 8-31 に示します。 



 - 29 -

（１）多摩川水系 
多摩川本流の水温は、河口から日野橋までは概ね 26 ℃から 30 ℃で推移し、永田橋に

て一旦上昇しますが日野橋より上流では低くなる傾向がありました。流量は、本流ではば

らつきがありますが、河口から上流へ向かって減少する傾向があり、永田橋にて最も低い

1.68 m3/s と観測されました。支流では、距離に関わらず、いずれの観測点でも 5 m3/s 以

下の流量が観測され、観測点ごとに大きな変化は見られませんでした。COD は、本流・

支流ともにばらつきがありますが、概ね上流に向かうほど低くなる傾向がありました。

DO は、本流・支流ともに、概ね 8 mg/L から 12 mg/L で推移する傾向がありましたが、

支流の東中野橋では 14 mg/L を上回りました。透視度は、本流・支流ともにほとんどの

観測点で測定最大限界である 100 cm を記録しました。 
 

 

 
 
 

図 8-2 多摩川水系流域における調査点図 

背景地図：「国土地理院発行の「数値地図（国土基本情報）」を加工」、 
「国土交通省国土政策局「国土数値情報（河川データ）」をもとに内外地図が編集・加工」 
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図 8-3 多摩川水系における水温（8 月）と河口からの距離の関係 

 

 
図 8-4 多摩川水系における流量（8 月）と河口からの距離の関係 

 
 

図 8-5 多摩川水系における COD（8 月）と河口からの距離の関係 

小河内ダム 

小河内ダム 
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図 8-6 多摩川水系における DO（8 月）と河口からの距離の関係 

 

 
図 8-7 多摩川水系における透視度（8 月）と河口からの距離の関係 

 

小河内ダム 
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（２）荒川水系 
荒川水系の水温は、本流では、河口から 80 km までの全ての地点で 28 ℃以上の値が

観測され、80 km より上流の地点から低下する傾向がありました。支流では 24 km 地点

の志茂橋以降の上流から低下する傾向がありました。流量は、本流では開平橋までは 25 
m3/s 以上で推移していた水量が、一旦、正喜橋、親鼻橋にて増加しますが下流へ向かい

減少する傾向がありました。COD は、本流では河口から上流にかけて減少傾向がありま

した。支流では、一部を除き、本流と比べて高い値が観測されました。DO は、ばらつき

はありますが本流・支流ともに河口から上流にかけて増加傾向がありました。透視度は、

本流では河口から久下橋にかけてばらつきがありましたが、久下橋から中津川合流地点前

にかけて測定最大限界である 100 cm を記録しました。支流では概ね 60 cm 以上で推移し、

吾妻橋の 1 地点にて測定最大限界の 100 cm を記録しました。 
 

 
 
 

図 8-8 荒川水系流域における調査点図 

背景地図：「国土地理院発行の「数値地図（国土基本情報）」を加工」、 
「国土交通省国土政策局「国土数値情報（河川データ）」をもとに内外地図が編集・加工」 
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図 8-9 荒川水系における水温（8 月）と河口からの距離の関係 

 

 
図 8-10 荒川水系における流量（8 月）と河口からの距離の関係 

 
図 8-11 荒川水系における COD（8 月）と河口からの距離の関係 

秋ヶ瀬堰 

秋ヶ瀬堰 

秋ヶ瀬堰 
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図 8-12 荒川水系における DO（8 月）と河口からの距離の関係 

 
図 8-13 荒川水系における透視度（8 月）と河口からの距離の関係 

 

秋ヶ瀬堰 

秋ヶ瀬堰 
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（３）利根川水系①（中川、江戸川、綾瀬川） 
水温は、中川、江戸川、綾瀬川にて概ね 30 ℃以上で推移しました。各観測点における

水温の平均は昨年の 29.7 ℃に比べ、約 1 ℃高い 30.8 ℃でした。流量は、いずれの河川

でも河口から上流にかけて減少傾向がありました。特に江戸川では、減少量が新葛飾橋か

ら流山橋までの約 9 km の間でおよそ 100 m3/s 減少しました。COD は、中川では 5.1～
6.3 mg/L の間で推移する傾向がありました。江戸川では、東西線鉄橋下にて 8.5 mg/L、
江戸川水門上では 2.6 mg/L と、下流域で最大と最小の値が観測されましたが、概ね 3.1 
mg/L から 4.3 mg/L の間で値が観測されました。綾瀬川では、手代橋及び古綾瀬川綾瀬川

合流点前で他の観測点と比べて高い値が観測され、それぞれ 7.0 mg/L、8.7 mg/L でした。

DO は、中川では、河口から八条橋まではばらつきはありますが増加傾向にあり、八条橋

から道橋にかけては減少し 5.4 mg/L から 6.9 mg/L の間で推移する傾向がありました。江

戸川では、矢切浄水場取水口まではばらつきがありましたが、上流に行くほどゆるやかに

減少する傾向にありました。綾瀬川では、河口から 20 km の観測点まで増加減少が繰返

しあり、綾瀬水門で最も低い 3.6 mg/L が観測され、桑袋大橋より上流にかけては概ね増

加傾向にありました。透視度は、江戸川の江戸川水門上にて測定最大限界である 100 cm
を記録したのを除き、中川、綾瀬川、江戸川にて概ね 30 cm から 60 cm にて推移し、全

体として上流から下流まで濁っているという傾向がありました。 
 

 
 

図 8-14 利根川水系流域①（中川、江戸川、綾瀬川）における調査点図 

背景地図：「国土地理院発行の「数値地図（国土基本情報）」を加工」、 
「国土交通省国土政策局「国土数値情報（河川データ）」をもとに内外地図が編集・加工」 
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図 8-15 利根川水系①（中川、江戸川、綾瀬川）における水温（8 月）と 

河口からの距離の関係 
 

 
図 8-16 利根川水系①（中川、江戸川、綾瀬川）における流量（8 月）と 

河口からの距離の関係 
 

 
図 8-17 利根川水系①（中川、江戸川、綾瀬川）における COD（8 月）と 

河口からの距離の関係 
 

江戸川水門 

江戸川水門 
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図 8-18 利根川水系①（中川、江戸川、綾瀬川）における DO（8 月）と 

河口からの距離の関係 
 

 
図 8-19 利根川水系①（中川、江戸川、綾瀬川）における透視度（8 月）と 

河口からの距離の関係 

江戸川水門 

江戸川水門 
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（４）利根川水系②（花見川） 
花見川の水温は、河口側の新花見川橋の 30.8 ℃から、上流の勝田管理橋の 24.8 ℃ま

で低下する傾向があり、上流の八千代都市下水路で 27.9 ℃まで上昇する傾向がありまし

た。流量について昨年度より増加していますが、花見川は、印旛放水路として、上流の印

旛沼の水位管理のために各所に設けられた水門や堰の稼働状況の影響を大きく受ける地

点のため、流量の変動が大きい地点であると思われます。COD は、中流域の花島橋にて

一旦 5.9 mg/L まで増加しますが、概ね河口部から上流へ向かい減少する傾向がありまし

た。DO は、河口部から汐留橋まで増加しますが、以降勝田管理橋まで減少し、上流の八

千代都市下水路で 17.1 mg/L まで再度増加する傾向がありました。透視度については、全

観測点にて測定最大限界である 30 cm が記録され、昨年と変化はありませんでした。千葉

市の透視度の測定には 30 cm が測定最大範囲の透視度計を用いているため、結果について

は“30 cm 以上”としています。 
 

 
 
 

図 8-20 利根川水系（花見川）流域における調査点図 
 

 

背景地図：「国土地理院発行の「数値地図（国土基本情報）」を加工」、 
「国土交通省国土政策局「国土数値情報（河川データ）」をもとに内外地図が編集・加工」 



 - 39 -

 
図 8-21 利根川水系（花見川）における水温（8 月）と河口からの距離の関係 

 
図 8-22 利根川水系（花見川）における流量（8 月）と河口からの距離の関係 

 
図 8-23 利根川水系（花見川）における COD（8 月）と河口からの距離の関係 
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図 8-24 利根川水系（花見川）における DO（8 月）と河口からの距離の関係 

 
図 8-25 利根川水系（花見川）における透視度（8 月）と河口からの距離の関係 
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（５）鶴見川水系 
鶴見川水系の水温は、本流では河口から上流にかけて低くなる傾向にありました。支流

では、ばらつきがありますが河口から上流にかけて低くなる傾向にあり、早瀬川（峰の大

橋）において同水系で最も高い 31.2 ℃の値が観測され、鳥山川（又口橋）にて最も低い

25.4 ℃が観測されました。流量は、前述した他の河川に比べて値は小さく、全ての観測

点において 5 m3/s を下回り、本流においては上流へ向かって減少する傾向がありました。

COD は、本流では概ね 6～8 mg/L で推移しました。支流ではばらつきがあり、麻生川（耕

地橋）にて同水系で最も高い 8.4 mg/L を観測し、鳥山川（又口橋）にて最も低い 3 mg/L
が観測されました。DO は、本流では河口から千代橋にかけては減少し、麻生橋にて上昇

する傾向にありました。一方、支流では、真福寺川（水車橋前）にて最大の 17.6 mg/L、
早渕川（峰の大橋）にて 10 mg/L と観測されましたが、概ね 5 mg/L から 8 mg/L の値が

観測されました。透視度は昨年より減少し、透視度が観測された 11 観測点中、6 観測点

で測定最大限界である 100 cm を観測しました。本流で亀の子橋より上流にて 3 観測点、

支流でも 3 観測点で測定最大限界の 100 cm が観測されました。 
 

 
 
 

図 8-26 鶴見川水系流域における調査点図 

背景地図：「国土地理院発行の「数値地図（国土基本情報）」を加工」、 
「国土交通省国土政策局「国土数値情報（河川データ）」をもとに内外地図が編集・加工」 
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図 8-27 鶴見川水系における水温（8 月）と河口からの距離の関係 

 
図 8-28 鶴見川水系における流量（8 月）と河口からの距離の関係 

 
図 8-29 鶴見川水系における COD（8 月）と河口からの距離の関係 
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図 8-30 鶴見川水系における DO（8 月）と河口からの距離の関係 

 
図 8-31 鶴見川水系における透視度（8 月）と河口からの距離の関係 



- 44 - 

９．生物調査の実施実績 

令和元年度の東京湾環境一斉調査における生物調査では、干潟調査及びその他の

調査が実施されました。 

 

９－１ 干潟調査 

（１）干潟調査の概要 

令和元年度は、東京湾の多摩川河口、荒川河口及びお台場海浜公園などの干潟

を対象とし、そこに生息する生物種に焦点を合わせ、調査が実施されました。ま

た、より多くの方に東京湾を身近に感じてもらうため、昨年度に引き続き干潟調

査の一環として「カニ生息一斉調査」を実施しました。 

 

（２）調査参加機関 

令和元年度は、７団体から干潟調査の結果について報告があり（表 9-1）、その
うちの 5 団体によりカニ生息一斉調査が実施されました。 
 

表 9-1 干潟生物調査の実施実績  
報告書  
番号  

実施機関  調査場所  実施日  

①  出光興産株式会社  お台場海浜公園 海岸  9月 25日  

② 浦安三番瀬を大切にする会  浦安市三番瀬環境観察館地先  8 月 3 日  

③  大田区環境マイスターの会  多摩川河口大田区側  

6月 19日  
7 月 2 日  
7月 13日  
7月 14日  
7月 28日  
8 月 1 日  

④ 
大森  海苔のふるさと館  
（NPO 法人海苔のふるさと会）  

大森ふるさとの浜辺公園  8 月 7 日  

⑤  三洋テクノマリン株式会社  
荒川河口  
（右岸小松川自然池周辺の干潟） 

9月 26日  

⑥  ふなばし三番瀬環境学習館  
ふなばし三番瀬海浜公園  
地先の干潟  

8月 15日  

⑦  
NPO 法人東京港グリーンボラン
ティア  

東京港野鳥公園前浜干潟  
8月 11日  
8月 31日  
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（３）干潟調査の結果  
令和元年度の干潟調査は、7 団体により 7 地点で実施されました（図 9-1）。そ
の結果、15 綱 71 種の生物の生息が確認されました（表 9-2）。特に多いのが軟甲
綱で、25 種確認されました。また、確認された調査地点が最も多かったのがコメ
ツキガニ及びタカノケフサイソガニで、5 地点で生息が認められました。  
さらに、今回確認された生物種について、環境省レッドリスト 2019（平成 31
年 3 月）及び環境省版海洋生物レッドリスト（平成 29 年 3 月）への掲載の有無を
調べたところ、絶滅危惧ⅠB 類（EN）と評価される種が 1 種、絶滅危惧Ⅱ類（VU）
と評価される種が 2 種、準絶滅危惧（NT）と評価される種が 6 種含まれているこ
とが確認できました。また、生態系被害防止外来種リスト（環境省及び農林水産

省、2016 年）への掲載の有無についても調べたところ、特定外来生物は含まれて
いなかったものの、総合対策外来種が 3 種含まれていることが分かりました。  

 

 
出典：海洋状況表示システム  （https:/ /www.msil .go.jp）、国土地理院 (GSI)  

図 9-1 干潟調査の実施地点  
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表 9-2 干潟調査で確認された生物種  

 
※環境省レッドリスト／海洋生物レッドリスト：評価カテゴリーは絶滅（EX）、野生絶滅（EW）、絶滅危惧 1A 類（CR）、絶滅危惧 1B 類（EN）、

絶滅危惧 2 類（VU）、準絶滅危惧（NT）、情報不足（DD）、絶滅のおそれのある地域個体群（LP）
の 8 つに分けられる。  
絶滅危惧 2 類（VU）は「絶滅の危険が増大している種」、準絶滅危惧（NT）は「現時点での
絶滅危険度は小さいが、生息条件の変化によっては『絶滅危惧』に移行する可能性のある種」

と定義される。  
※生態系被害防止外来種リスト：定着を予防する外来種（定着予防外来種）、総合的に対策が必要な外来種（総合対策外来種）、適切な管理が必

要な産業上重要な外来種（産業管理外来種）の大きく３つに分類される。  
 
 
 
 
 
 
 
 
  

※  

※  ※  
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表 9-3 干潟調査で確認された生物種（過年度との比較）  
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図 9-2 東京湾の干潟で確認された生物  
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